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合
併
関
係
市
町
村
（
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
存
在
し
て
い
た
市
町
村
で
あ
っ
て
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
そ
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
特
定
期
間
合
併
市
町
村
の

区
域
の
一
部
と
な
っ
た
市
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
区
域
（
平
成

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
市
町
村
の
合
併
の
日
（
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該

日
の
う
ち
最
も
早
い
日
）
の
前
日
に
お
け
る
市
町
村
の
区
域
を
い
う
。次
項
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て「
特

定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
区
域
を
過
疎
地
域
と

み
な
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
十
七
年
の
人
口
か
ら
当
該
特

定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
年
の
人
口
を
控
除
し
て
得
た
人
口
を
当
該
特
定
期
間
合
併
関
係
市

町
村
に
係
る
同
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
一
未
満
で
あ
る
区
域
に
限
る
。

一

国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
昭
和
五
十
年
の
人
口
か
ら
当
該
特
定
期

間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
十
七
年
の
人
口
を
控
除
し
て
得
た
人
口
を
当
該
特
定
期
間
合
併
関
係

市
町
村
の
人
口
に
係
る
昭
和
五
十
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
定
期

間
合
併
関
係
市
町
村
四
十
年
間
人
口
減
少
率
」
と
い
う
。）が
〇
・
二
八
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
四
十
年
間
人
口
減
少
率
が
〇
・
二
三
以
上
で
あ
っ
て
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る

特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
十
七
年
の
人
口
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
を
当
該
特
定

期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
同
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
三
五
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
四
十
年
間
人
口
減
少
率
が
〇
・
二
三
以
上
で
あ
っ
て
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る

特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
十
七
年
の
人
口
の
う
ち
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
人
口
を

当
該
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
同
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
一
一
以
下
で
あ
る
こ

と
。

四

国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
年
の
人
口
か
ら
当
該
特
定
期
間

合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
十
七
年
の
人
口
を
控
除
し
て
得
た
人
口
を
当
該
特
定
期
間
合
併
関
係
市

町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
二
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２

特
定
期
間
合
併
市
町
村
で
あ
っ
て
、
財
政
力
指
数
で
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
係
る

も
の
を
合
算
し
た
も
の
の
三
分
の
一
の
数
値
が
〇
・
四
以
下
で
あ
る
も
の
（
地
方
税
の
収
入
以
外
の
政
令
で
定
め
る

収
入
の
額
が
政
令
で
定
め
る
金
額
を
超
え
る
市
町
村
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域

の
う
ち
、
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
四
十
年
間
人
口
減
少
率
が
〇
・
二
三
以
上
で
あ
る
区
域
を
過
疎
地
域
と
み
な

し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口

に
係
る
平
成
二
十
七
年
の
人
口
か
ら
当
該
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
に
係
る
平
成
二
年
の
人
口
を
控
除
し

て
得
た
人
口
を
当
該
特
定
期
間
合
併
関
係
市
町
村
に
係
る
同
年
の
人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
一
未
満
で
あ
る

区
域
に
限
る
。

３

前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
章

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

（
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
方
針
）

第
七
条

都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

方
針
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
持
続
的
発
展
方
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

持
続
的
発
展
方
針
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

二

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

過
疎
地
域
に
お
け
る
移
住
及
び
定
住
並
び
に
地
域
間
交
流
の
促
進
並
び
に
人
材
の
育
成
に
関
す
る
事
項

ロ

過
疎
地
域
に
お
け
る
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
情
報
通
信
産
業
そ
の
他
の
産
業
の
振
興
及
び
観
光
の
開
発
に

関
す
る
事
項

ハ

過
疎
地
域
に
お
け
る
情
報
化
に
関
す
る
事
項

ニ

過
疎
地
域
と
そ
の
他
の
地
域
及
び
過
疎
地
域
内
を
連
絡
す
る
交
通
施
設
の
整
備
及
び
住
民
の
日
常
的
な
移
動

の
た
め
の
交
通
手
段
の
確
保
に
関
す
る
事
項

ホ

過
疎
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ヘ

過
疎
地
域
に
お
け
る
子
育
て
環
境
の
確
保
並
び
に
高
齢
者
等
の
保
健
及
び
福
祉
の
向
上
及
び
増
進
に
関
す
る

事
項

ト

過
疎
地
域
に
お
け
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項

チ

過
疎
地
域
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に
関
す
る
事
項

リ

過
疎
地
域
に
お
け
る
集
落
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ヌ

過
疎
地
域
に
お
け
る
地
域
文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
事
項

ル

過
疎
地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
事
項

（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
対
策
の
目
標
）

第
四
条

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
対
策
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工

夫
を
尊
重
し
、
次
に
掲
げ
る
目
標
に
従
っ
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

移
住
及
び
定
住
並
び
に
地
域
間
交
流
の
促
進
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
等
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
な
人
材
を
確
保
し
、
及
び
育
成
す
る
こ
と
。

二

企
業
の
立
地
の
促
進
、
産
業
基
盤
の
整
備
、
農
林
漁
業
経
営
の
近
代
化
、
情
報
通
信
産
業
の
振
興
、
中
小
企
業

の
育
成
及
び
起
業
の
促
進
、
観
光
の
開
発
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
を
振
興
し
、
あ
わ
せ
て
安
定
的
な
雇
用

機
会
を
拡
充
す
る
こ
と
。

三

通
信
施
設
等
の
整
備
及
び
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
情
報
化
を
進

め
る
こ
と
。

四

道
路
そ
の
他
の
交
通
施
設
等
の
整
備
及
び
住
民
の
日
常
的
な
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段
の
確
保
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
過
疎
地
域
と
そ
の
他
の
地
域
及
び
過
疎
地
域
内
の
交
通
の
機
能
を
確
保
し
、
及
び
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

五

生
活
環
境
の
整
備
、
子
育
て
環
境
の
確
保
、
高
齢
者
等
の
保
健
及
び
福
祉
の
向
上
及
び
増
進
、
医
療
の
確
保
並

び
に
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

六

基
幹
集
落
の
整
備
及
び
適
正
規
模
集
落
の
育
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
社
会
の
再
編
成
を
促
進
す
る
こ
と
。

七

美
し
い
景
観
の
整
備
、
地
域
文
化
の
振
興
、
地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
等
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
。

（
国
の
責
務
）

第
五
条

国
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
、そ
の
政
策
全
般
に
わ
た
り
、

必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
都
道
府
県
の
責
務
）

第
六
条

都
道
府
県
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
、
一
の
過
疎
地
域

の
市
町
村
の
区
域
を
超
え
る
広
域
に
わ
た
る
施
策
、
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調
整
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
そ

の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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